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３
月
20
日
新
枝
幸
町
ス
タ
ー
ト

３
月
20
日
新
枝
幸
町
ス
タ
ー
ト

旧
町
の
閉
庁
式

祝　枝幸町誕生

　３月20日、旧枝幸町と旧歌登町の合併により新枝幸町
の歴史がスタートしました。
　当日は、深井町長職務執行者による職員の辞令交付のあ
と、８時から本庁舎１階ロビーで開町（庁）式が行われま
した。本庁舎前で、庁舎壁面の新町章除幕、町旗の掲揚、
深井町長職務執行者・石山枝幸自治会町内会連合会長・４
月からの新一年生渡辺風雅君による事務所開きのテープ
カットが執り行われました。
　そのあと、９時からは歌登総合支所庁舎にて、町旗の掲
揚、総合支所看板設置、深井町長職務執行者・駒形歌登自
治会町内会連合会長・４月からの新一年生佐々木里菜ちゃ
んによるテープカットが行われました。
　接近した低気圧による悪天候が心配されましたが、無事
森と海が融合しました。
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３
月
17
日
、
旧
枝
幸
町
と
旧
歌
登
町
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
町
と
の
別
れ
を
告
げ
る
閉
庁
式
が

夕
方
５
時
か
ら
行
わ
れ
ま
し
た
。
長
い
間
親
し

ん
で
き
た
町
の
シ
ン
ボ
ル
の
旗
が
掲
揚
ポ
ー
ル

か
ら
降
ろ
さ
れ
、
感
慨
深
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。（
旧
歌
登
町
で
は
、
町
を
閉
じ
る
閉
町

式
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
５
頁
に
て
そ
の
時
の

様
子
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。）

荒屋枝幸町長による閉町（庁）のあいさつ 町旗の降納



祝　枝幸町誕生

■南宗谷地域での懇談会・勉強会実施段
階
平成 13 年８月　
・南宗谷４町（枝幸、歌登、浜頓別、中頓別）
 首長による合併問題懇談会開催。後に猿
 払村加入
平成 14 年６月　
・南宗谷町村合併勉強会結果報告書作成終
  了をもって解散
平成 15 年６月　
・南宗谷４町１村首長による合併問題懇談
  会再設置
■南宗谷地域での任意協議会実施段階
平成 15 年 10 月　
・南宗谷地域４町で任意協議会設置に合意
平成 15 年 11 月　
・南宗谷地域任意合併協議会設立
　（会長：歌登町長、事務所：歌登町）
平成 16 年２月　
・南宗谷地域任意合併協議会解散
■枝幸・歌登両町での法定協議会実施か
ら
　新町誕生段階
平成 16 年３ 月　
・両町議会において「枝幸歌登合併協議会」
 の設置を議決
・枝幸歌登合併協議会設置（会長：歌登町
  長、事務所：歌登町）
平成 16 年４月　
・第１回協議会開催。合併方式「新設合併」
 その他を決定。この後、両町交互に月に
 １～２回のペースで協議会開催
・北海道による「合併重点指定地域」の指定
・合併協議会で将来のまちづくりと合併に
  ついての住民アンケートを実施
・新町の事務所位置を「枝幸町役場」に決
  定、小委員会設置
平成 16 年７月　
・合併期日を「平成 18 年３月 20 日」に決定
平成 16 年９月　
・新町名を「枝

えさしちょう

幸町」に決定
平成 16 年 12 月　
・第 12 回合併協議会で全ての協定項目を決定
・合併協定書調印式
・両町議会において、合併関連議案議決
平成 17 年１月　
・北海道知事に廃置分合（合併）申請
　（宗谷支庁経由）
平成 17 年３月　
・合併協議会事務局を枝幸町役場（中央生
  改センター）に移転
・北海道知事が廃置分合を決定。同日付で
  総務大臣へ届出
平成 17 年４月　
・総務省告示第 521 号で新・枝幸町の廃
  置分合を告示
平成 17 年 11 月　
・新町の町章決定（応募総数 595 通）
平成 18 年３月　
・第 17 回（最終）合併協議会開催
・北海道知事に合併協議会廃止を届出
・新・枝幸町誕生。開町（庁）式挙行。
  歌登に地域自治区設置

新・枝幸町誕生までの道のり
枝幸町の誕生日　一日の様子
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深井歌登町長による閉庁のあいさつ町旗の降納

職員辞令交付（課長職）

開町（庁）のあいさつ

新町旗の掲揚（本庁舎）

新
町
旗
の
掲
揚
（
総
合
支
所
）

看
板
の
設
置
（
総
合
支
所
） 各種行政委員への辞令交付

新
町
最
初
の
決
裁

報道機関との面談



新町誕生に
あたってのあいさつ

　新「枝幸町」誕生にあたり、ひとことご挨拶申し上げ
ます。
　平成 18 年３月 20 日、枝幸町と歌登町が合併し、人
口約 9,800 人、面積 1,100㎢の枝幸町が誕生いたしま
した。
　合併協議会を設置して２年余り、昭和 14 年に分村し
た両町が 67 年の歳月を経てまた一つの町になるという
歴史的な協議の場に立ち会い、本日を迎えることができましたことに大きな喜び
と感慨を覚えます。
　私は、新町長が選挙されるまでの間、町長職務執行者として新町スタート時の
重責を担わせていただくことになりました。短い期間ではありますが、町民の皆
様のご支援と職員各位の協力をいただき、職務を全ういたしたいと存じます。
　道内多くの自治体が合併協議で離合集散する中、両町が合併に至ることができ
ましたのは、町民の皆様をはじめ、議会、そして合併協議会委員の皆様など、関
係者の強固な意志に後押しされたことが原動力となったと考えております。
　新町の前途は、残念ながら必ずしも洋々たるものではありません。国や地方を
通じて深刻さを増す厳しい行財政事情は、新町になっても決して楽観できるもの
ではなく、今後も厳しい運営が求められることになります。
　このたびの合併で得られるのは、全てを叶える打ち出の小槌ではなく、新町と
してこれからも生き残っていく手段や可能性であります。
　しかしながら、いくら有効な手段を手に入れたとしても、行財政改革を怠り、
湯水を撒くがごとき財政運営を行うと、合併の効果をすぐに飲み込み、せっかく
合併によって手に入れた可能性を台無しにしてしまいます。
　これからは、合併の効果を最大限に引き出し、変革の時代に対応できる新「枝
幸町」とするため、町民同士の和を重んじ、町民と行政の協働による町づくりを
進めることが不可欠であると考えております。
　新町の誕生は、「森と海」の再会に例えられます。
　上流下流の境界が取り払われ、豊かな森がオホーツクの海とつながる今回の合
併が、二つの町の単なる足し算ではなく、新たな価値を生み、未来につながる可
能性のスタートラインとなるよう祈念しております。
　町民の皆様の、町政へのご理解とご協力を切にお願い申し上げます。

　平成１８年３月２０日

                      　　　　　　　　　　枝幸町長職務執行者　深　井　信　朗　
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自
然
豊
か
で
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

く
れ
た
歌
登
町
。

　

人
と
の
ふ
れ
合
い
を
大
切
に
す
る
、

歌
登
町
。

　

自
然
が
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
深
く
、
そ
し
て
温
か
い
歌
登
町
を
、
私
た
ち
は
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

ま
も
な
く
、
歌
登
町
は
枝
幸
町
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
新
枝
幸
町
と
い
う
、
新
し
い
苗
木
を
、
新
た
な
大
地

に
植
え
る
こ
と
と
同
じ
で
す
。
私
た
ち
を
大
事
に
育
て
て
く
れ
た
よ
う

に
、
新
し
い
苗
木
を
大
切
に
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
に
か
け

て
く
れ
た
優
し
さ
、
愛
情
と
い
う
水
を
与
え
な
が
ら
、
木
を
育
て
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
人
と
の
ふ
れ
合
い
を
大
切
に
し
て
き
た
よ
う
に
、
新
し

い
木
と
向
き
合
い
、
ふ
れ
合
い
な
が
ら
、
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
新
し
い
木
の
成
長
を
、
新
し
い
町
の
成
長
を
、
み
ん
な
で
温

か
く
、
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
歌
登
町
と
、
枝
幸
町
の
き
ず
な
を

再
び
深
め
、
大
き
く
成
長
し
て
い
く
、
新
枝
幸
町
。
自
然
を
大
切
に
、

人
を
大
切
に
、
人
と
の
ふ
れ
合
い
を
大
切
に
す
る
、
新
枝
幸
町
。
そ
れ

が
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

　

最
初
に
枝
幸
町
と
歌
登
町
が
合
併
す

る
と
聞
い
た
時
は
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

私
た
ち
の
歌
登
町
が
無
く
な
つ
て
し
ま

う
な
ん
て
…
。
合
併
し
て
い
い
こ
と
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
思
っ
て
い
た
私
た
ち
に
、
町
長
さ
ん
が
説
明

に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
合
併
に
つ
い
て
は
じ
め
て
真
剣
に
考
え

は
じ
め
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
中
学
生
の
立
場
か
ら
協
力
で
き

る
こ
と
に
つ
い
て
も
考
え
は
じ
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
今
ま
で
は
町
の
行
事
な
ど
の
参
加
に
あ
ま
り
積
極
的
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
の
学
校
生
活
は
、
町
の
人
々
の
協
力
で
成

り
立
っ
て
い
る
の
に
、
私
た
ち
は
町
を
盛
り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
真
剣
に
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、こ
の
合
併
を
き
っ

か
け
に
、
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
地
域
行
事
に
み

ん
な
が
参
加
す
る
な
ど
し
て
、
よ
り
活
気
あ
る
町
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
の
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
の
一
つ
に
学
校
間
の
交
流

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
町
の
中
学
生
と
し
て
学
校
行

事
に
招
待
し
た
り
お
互
い
の
学
校
の
こ
と
を
紹
介
し
あ
っ
た
り
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
１
つ
の
町
の
仲
間
と
し
て
よ
り
団
結
し

て
い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
よ
り
、
歌
登
と
枝
幸
の

つ
な
が
り
が
よ
り
強
い
も
の
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
新
し
い
町
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
願
い
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　

１
つ
目
は
、
歌
登
に
あ
る
、
き
れ
い
で
立
派
な
ホ
ー
ル
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
体
育
館
な
ど
の
よ
い
施
設
を
枝
幸
の
人
に
も
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
な
ど
し
て
、
歌
登
の
地
域
が
今
ま
で
以

上
に
活
気
に
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
町
づ
く
り
を
進
め
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

　

２
つ
目
は
、
新
枝
幸
町
の
良
い
と
こ
ろ
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
な

も
の
や
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
、
他
の
町
の
人
た
ち
に
も
広
く
知
っ
て
も
ら

い
、
人
が
た
く
さ
ん
集
ま
り
、
町
民
が
さ
ら
に
増
え
る
よ
う
な
魅
力
的

な
町
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

合
併
は
、
歌
登
町
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
新
た
に
発

展
し
て
い
く
た
め
の
第
一
歩
な
の
で
す
。

　

歌
登
町
と
い
う
名
前
は
無
く
な
っ
て
も
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
、
歌
登

は
永
遠
に
心
の
中
に
生
き
続
け
ま
す
。

　

私
の
思
い
出
は
、
幼
い
頃
、
歌
登
町

が
開
基
百
年
に
な
り
、「
百
年
記
念
え
が

お
」
の
写
真
撮
影
の
た
め
家
族
で
写
真

を
撮
っ
た
こ
と
。
天
の
川
ト
ン
ネ
ル
の

開
通
記
念
の
時
、
七
夕
コ
ン
ク
ー
ル
で
何
日
も
前
か
ら
準
備
を
し
、
庭

を
飾
り
付
け
た
こ
と
。
夏
に
は
、
恒
例
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、

友
達
と
き
れ
い
な
夜
空
に
舞
う
花
火
を
見
た
こ
と
。
秋
の
文
化
展
で
は
、

文
化
会
館
に
多
く
の
作
品
を
見
に
行
っ
た
こ
と
。
冬
に
は
、
寒
い
中
、

手
や
足
を
冷
た
く
さ
せ
な
が
ら
、
一
生
懸
命
作
っ
た
町
内
ご
と
の
雪
像

作
り
。
雪
の
ち
び
っ
子
広
場
は
、
毎
年
の
よ
う
に
楽
し
み
で
し
た
。
他

に
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
多
く
の
思
い
出
が
懐
か

し
く
、
楽
し
い
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
春
、
進
学
の
た
め
18
年
過
ご
し
た
歌
登
町
を
離
れ
ま
す
。

　

歌
登
に
は
、
自
然
が
あ
ふ
れ
、
緑
と
豊
か
な
大
地
が
あ
り
、
地
域
の

人
た
ち
の
暖
か
い
心
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
歌
登
町
で
育
っ
た
こ
と
を

誇
り
に
思
い
、
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
行
っ
て
も
、
歌
登
の
良
さ
を
、
出
会

う
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

歌
登
町
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
こ
の
歌
登
地
区
が
い
つ
ま
で
も
緑
豊

か
な
美
し
い
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
、
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

い
た
し
ま
す
。

歌
登
中
学
校
２
年

　

禿
か
む
ろ　
　

沙
弥
香 

さ
ん

歌
登
小
学
校
６
年

　

金
子　

巧
弥 

く
ん

枝
幸
高
等
学
校
３
年

　

大
黒　

ち
ひ
ろ 

さ
ん

　

平
成
18
年
３
月
12
日
（
日
）
歌
登
町
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ

ア
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
歌
登
町
閉
町
式
典
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

湯
佐
道
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
日
野
宗
谷
支
庁
長
、

近
隣
町
村
か
ら
の
来
賓
の
方
々
が
列
席
の
も
と
関
係
者

や
町
民
の
皆
様
約
３
０
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
前
奏
に
歌
登
町
立
小
学
校
３
校
児

童
全
員
に
よ
る
「
は
ば
た
こ
う
明
日
へ
」
が
合
唱
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
深
井
町
長
の
式
辞
、
村
上
議
会
議
長
や

来
賓
の
方
々
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、
平
成
18
年
新
成
人

代
表
二
ッ
森
千
広
さ
ん
に
よ
り
町
民
憲
章
朗
唱
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
町
政
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
の
紹
介
」、「
ふ

る
さ
と
歌
登
町
の
歩
み
」
の
ス
ラ
イ
ド
が
上
映
さ
れ
、

歌
登
町
の
永
い
歴
史
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歌
登
小
学
校
６
年
金
子
巧
弥
君
、
歌
登
中
学

校
２
年
禿
沙
弥
香
さ
ん
、
枝
幸
高
等
学
校
３
年
大
黒
ち

ひ
ろ
さ
ん
に
よ
る
「
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
発
表

さ
れ
た
後
、
歌
登
町
史
の
編
集
に
ご
尽
力
さ
れ
た
冨
澤

英
さ
ん
と
、
昭
和
14
年
歌
登
が
分
村
し
た
記
念
の
年
に

お
生
ま
れ
に
な
っ
た
君
ヶ
袋
泰
雄
さ
ん
が
加
わ
り
、
５

人
に
よ
り
掲
げ
ら
れ
て
い
た
町
旗
が
降
ろ
さ
れ
、
深
井

町
長
に
手
渡
し
、
町
旗
が
降
納
さ
れ
ま
し
た
。

は
ば
た
こ
う
明
日
へ

　
　

 
歌 

登 

町 

閉 

町 

式 

典

深井町長による式辞

３名の方が合併に対する願いを「未来へのメッセージ」として発表してくれました。
その一部をご紹介します。

町 旗 降 納



新枝幸町誕生による

枝幸町長・町議会議員選挙

投票日は４月 16 日（日）です

合併後、最初の町長・町議会議員選挙（設置選挙）
　この選挙は、３月 20 日に旧枝幸町と旧歌登町が合併し、新枝幸町となって
初の町長と町議会議員を選出する選挙です。市町村合併により、新町が設けら
れる場合に行われる選挙であることから、設置選挙ともいいます。

枝幸町選挙管理委員会
℡   62 - 1668 （直通）

期日前投票・不在者投票は、
４月 12 日（水）〜 15 日（土）

℡   62 - １234 （内線182）
℡   68 - 2111 （歌登総合支所）
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町
長
選
挙
は
、
新
枝
幸
町
全
体
を
一
つ
の
区
域
と
し
、
選
出

さ
れ
ま
す
。

　

町
議
選
挙
は
、
合
併
特
例
法
に
基
づ
き
定
数
が
22
人
と
な
る

ほ
か
、
旧
町
ご
と
に
選
挙
区
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
各
選
挙
区
で

選
出
さ
れ
る
議
員
数
は
、
旧
枝
幸
町
の
区
域
で
14
人
、
旧
歌
登

町
の
区
域
で
は
８
人
で
す
。 

　

設
置
選
挙
で
は
投
票
日
の
５
日
前
の
４
月
11
日
が
告
示
日
で
す
。

　

告
示
日
に
、
立
候
補
者
の
届
出
を
受
付
け
、
受
理
後
に
選
挙

運
動
が
始
ま
り
ま
す
。 

　

選
挙
で
投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
の
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。 

(1)
昭
和
61
年
４
月
17
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
か
つ
、

(2)
平
成
18
年
１
月
10
日
ま
で
に
、
旧
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
。

【
新
枝
幸
町
の
区
域
外
か
ら
転
入
し
て
き
た
人
】

　

平
成
18
年
１
月
11
日
以
降
に
、
新
枝
幸
町
の
区
域
内
（
合
併

前
は
旧
２
町
区
域
内
）
に
転
入
届
を
出
し
た
人
は
、
新
枝
幸
町

の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ず
、
設
置
選
挙
で
は
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

【
新
枝
幸
町
の
区
域
内
で
転
出
・
転
入
し
た
人
】

　

平
成
18
年
１
月
11
日
か
ら
平
成
18
年
３
月
19
日
ま
で
の
期
間

中
に
、
旧
枝
幸
町
と
旧
歌
登
町
間
で
転
出
・
転
入
し
た
場
合
に

は
、投
票
が
で
き
ま
す
。（
転
入
し
た
先
で
投
票
と
な
り
ま
す
。）

【
新
枝
幸
町
の
区
域
外
へ
転
出
し
た
人
】

　

道
内
の
他
市
町
村
（
新
枝
幸
町
の
区
域
外
）
や
道
外
に
転
出

し
た
人
は
、
選
挙
権
が
な
く
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

【
新
枝
幸
町
内
で
転
居
し
た
人
】

　

平
成
18
年
４
月
10
日
以
降
に
転
居
届
を
出
し
た
人
は
、
前
住

所
の
投
票
所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

　

選
挙
区
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
投
票
所
を
設
け
ま
す
。

　

前
記
の
と
お
り
、
平
成
18
年
４
月
10
日
以
降
に
新
町
内
で
転

居
し
た
人
は
、
前
住
所
で
の
投
票
と
な
る
た
め
、
転
居
後
と
転

居
前
で
選
挙
区
が
異
な
る
場
合
、
転
居
前
の
選
挙
区
で
投
票
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
平
成
18
年
４
月
10
日
以
降
に
旧
枝
幸
町
か
ら
旧
歌

登
町
に
転
居
し
た
場
合
、
転
居
後
の
「
歌
登
」
選
挙
区
で
は
な

く
、
転
居
前
の
「
枝
幸
」
選
挙
区
の
、
前
住
所
地
の
投
票
所
に

て
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
場
所
（
投
票
所
）
に
つ
い
て
は
、
投
票
日
前
に
送

付
す
る
投
票
所
入
場
券
に
記
載
し
ま
す
。

　

投
票
所
入
場
券
を
受
付
に
出
し
て
名
簿
の
対
照
を
受
け
て
か

ら
、
投
票
用
紙
を
受
け
取
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
町
長
選
挙
用
の
投
票
用
紙
（
白
色
紙
）
を
お
渡
し
し

ま
す
の
で
、
投
票
し
よ
う
と
思
う
候
補
者
一
人
の
氏
名
を
書
い

て
、
投
票
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
、
町
議
会
議
員
選
挙
用
の
投
票
用
紙
（
枝
幸
選
挙
区
：

青
色
紙
、
歌
登
選
挙
区
：
緑
色
紙
）
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

同
様
に
投
票
し
よ
う
と
思
う
候
補
者
一
人
の
氏
名
を
書
い
て
、

投
票
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。（
投
票
所
入
場
券
を
紛
失
さ
れ

た
場
合
で
も
受
付
に
そ
の
旨
を
お
申
し
出
に
な
れ
ば
投
票
で
き

ま
す
。）

　

ま
た
、
投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

日
没
後
に
投
票
に
来
ら
れ
る
人
は
、
特
に
足
下
に
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
旧
枝
幸
町
及
び
旧
歌
登
町
の
市
街
地
以
外
の
投
票

所
で
は
、
投
票
終
了
時
刻
が
繰
り
上
が
り
、
午
前
７
時
か
ら
午

後
６
時
ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　

身
体
の
障
害
等
の
た
め
、
自
分
で
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏

名
を
記
載
で
き
な
い
人
は
、
投
票
所
で
定
め
る
代
理
者
が
代

わ
っ
て
記
載
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
係
員
に
そ
の
旨
を

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
親
族
の
冠
婚
葬
祭
、
レ
ジ
ャ
ー
や

買
い
物
等
の
た
め
投
票
区
の
区
域
外
に
出
か
け
る
な
ど
、
都
合

が
つ
か
な
い
場
合
や
、病
気
や
出
産
、身
体
の
障
害
な
ど
で
（
投

票
所
で
の
）
歩
行
が
困
難
な
場
合
に
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま

す
。

　

期
日
前
投
票
は
、
告
示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
前
日
ま
で
で

す
。（
４
月
12
日
か
ら
４
月
15
日
ま
で
）

　

投
票
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。（
投

票
所
入
場
券
の
裏
面
に
、
事
由
・
住
所
・
氏
名
等
を
記
入
し
て

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

設
置
選
挙
に
お
い
て
は
、
選
挙
区
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
期
日

前
投
票
所
を
設
け
ま
す
。
枝
幸
町
役
場
本
庁
及
び
歌
登
総
合
支

所
（
旧
歌
登
町
役
場
）
で
す
。

　

な
お
、
選
挙
人
名
簿
は
、
各
期
日
前
投
票
所
に
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
で
し
か
名
簿
の
照
合
が
で
き
な
い
た
め
、
異
な
る
選
挙
区

の
期
日
前
投
票
所
に
行
か
れ
て
も
、
期
日
前
投
票
は
で
き
ま
せ

ん
。（
枝
幸
町
役
場
本
庁
で
は
、
旧
枝
幸
町
の
区
域
の
選
挙
人

が
期
日
前
投
票
を
し
ま
す
。
ま
た
、
歌
登
総
合
支
所
で
は
、
旧

歌
登
町
の
区
域
の
選
挙
人
が
期
日
前
投
票
を
し
ま
す
。）
今
回

の
設
置
選
挙
の
投
票
所
入
場
券
は
、
旧
枝
幸
町
の
区
域
の
選
挙

人
に
は
「
青
色
の
投
票
所
入
場
券
」、
旧
歌
登
町
の
区
域
の
選

挙
人
に
は
「
緑
色
の
投
票
所
入
場
券
」
を
送
付
し
ま
す
。
投
票

選
挙
区
・
定
数 

⏎

選
挙
の
告
示 

⏎

投
票
で
き
る
人 

⏎

住
所
を
変
更
し
た
人 

⏎

投
票
す
る
場
所 

⏎

投
票
の
方
法
と
時
間 

⏎

４月16 日は枝幸町長・町議会議員選挙４月16 日は枝幸町長・町議会議員選挙

代
理
投
票 

⏎

期
日
前
投
票 

⏎

７ ▶ 広報えさし



所
入
場
券
の
色
で
も
判
断
で
き
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

不
在
者
投
票
も
、
期
日
前
投
票
と
同
じ
く
告
示
日
の
翌
日
か

ら
投
票
日
前
日
ま
で
で
、
４
月
12
日
か
ら
４
月
15
日
ま
で
で
す
。

【
選
挙
期
日
は
20
歳
だ
が
、
現
時
点
は
未
成
年
の
場
合
】

　

こ
の
場
合
、
各
選
挙
区
の
不
在
者
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
当
然
、
４
月
16
日
の
投
票
日
で
も
投
票
で
き
ま

す
。）
不
在
者
投
票
所
の
場
所
は
、
期
日
前
投
票
所
と
同
じ
で
す

〈
枝
幸
町
役
場
本
庁
及
び
歌
登
総
合
支
所
（
旧
歌
登
町
役
場
）〉

【
指
定
病
院
等
の
不
在
者
投
票
】

　

病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
入
所
者
で
、
北
海
道
選
挙

管
理
委
員
会
の
指
定
し
た
施
設
で
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
事
前
に
、
本
人
に
よ
る
か
、
又
は
投
票
管
理
者
（
病
院
長

等
）
を
通
じ
、枝
幸
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
、

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

【
重
度
身
障
者
の
郵
便
等
投
票
】

　

ま
た
、
身
障
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
の
所
持
者
や
介
護
保

険
の
要
介
護
者
の
う
ち
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
次
の
要
件
に
該

当
す
る
場
合
、
自
宅
な
ど
か
ら
郵
送
で
投
票
で
き
る
郵
便
等
に

よ
る
不
在
者
投
票
（
郵
便
投
票
）
が
で
き
ま
す
。

　

郵
便
投
票
を
行
う
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員

会
に
申
請
し
、
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

▼
身
障
者
手
帳
の
所
持
者
で
、
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の

障
害
が
１
級
か
２
級
の
人
、
又
は
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、

ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
害
が
１
級
か
３
級
の
人
。
免
疫

の
障
害
が
１
級
か
ら
３
級
の
人
。

▼
戦
傷
病
者
手
帳
の
所
持
者
で
、
両
下
肢
、
体
幹
の
障
害
が
特

別
項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
の
人
、
又
は
、
内
臓
機
能
の
障
害

が
特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症
ま
で
の
人
。

▼
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介
護
者
で
、
介
護
保
険
の
被
保

険
者
証
の
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
の
人
。

【
郵
便
等
投
票
対
象
者
の
う
ち
、
代
理
記
載
が
で
き
る
場
合
】

　

ま
た
、
前
記
に
該
当
す
る
人
で
、
併
せ
て
次
の
障
害
が
あ
る

人
は
、
本
人
に
代
わ
っ
て
代
理
人
が
自
宅
等
で
投
票
用
紙
に
記

載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
身
障
者
手
帳
の
所
持
者
で
、上
肢
、視
覚
の
障
害
が
１
級
の
人
。

▼
戦
傷
病
者
手
帳
の
所
持
者
で
上
肢
、
視
覚
の
障
害
が
、
特
別

項
症
か
ら
第
２
項
症
ま
で
の
人
。 

【
新
枝
幸
町
外
（
一
時
滞
在
地
）
で
行
う
不
在
者
投
票
】

　

 

出
張
・
旅
行
な
ど
で
居
住
地
を
不
在
と
し
、
投
票
日
当
日
の

投
票
や
期
日
前
投
票
の
で
き
な
い
方
は
、
滞
在
し
て
い
る
市
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い
て
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

事
前
に
、
枝
幸
町
役
場
本
庁
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
又
は
、

歌
登
総
合
支
所
（
地
域
総
務
課
）
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。
枝
幸
町
選
挙
管
理
委
員
会
よ
り
滞
在
先
に
投
票
用
紙

等
一
式
を
送
付
し
、
滞
在
中
の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
の

執
務
時
間
に
行
っ
て
い
た
だ
き
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

※ 

な
お
、
不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
が
短
い
た
め
、
郵
送
の

日
数
等
を
考
慮
し
て
、
早
め
に
請
求
す
る
よ
う
ご
留
意
願
い
ま

す
。
不
在
者
投
票
用
紙
の
請
求
に
つ
い
て
は
、
告
示
日
（
４
月

11
日
）
前
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

４
月
11
日
に
自
宅
に
届
く
よ
う
に
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
投

票
所
入
場
券
を
紛
失
し
た
と
き
は
、
投
票
所
の
係
員
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

　

４
月
16
日
の
午
後
９
時
か
ら
、
枝
幸
町
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
２
階
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
選
挙
の
開
票
を
行
い
ま

す
。

●第１投票所 ( 枝幸市街地 )　枝幸町中央コミュニティセンター

枝幸町長・町議会議員選挙
各投票所一覧

●第２投票所 ( 目梨泊 )　目梨泊コミュニティセンター

●第３投票所 ( 問　牧 )　問牧コミュニティセンター

●第４投票所 ( 下幌別 )　下幌別コミュニティセンター

●第５投票所 ( 岡　島 )　岡島コミュニティセンター

●第６投票所 ( 徳志別 )　徳志別コミュニティセンター

●第７投票所 ( 山　臼 )　山臼コミュニティセンター

●第８投票所 ( 乙忠部 )　乙忠部コミュニティセンター

●第９投票所 ( 風烈布 )　風烈布コミュニティセンター

●第 10 投票所 ( 音　標 )　音標コミュニティセンター

●第 11 投票所 ( 上音標 )　上音標コミュニティセンター

●第 12 投票所 ( 歌登市街地 )　歌登文化会館

●第 13 投票所 ( 歌登志美宇丹 )　農村集落多目的共同利用施設

●第 14 投票所 ( 歌登本幌別 )　本幌別地区コミュニティセンター

●第 15 投票所 ( 歌登毛登別 )　毛登別会館

●第 16 投票所 ( 歌登中央 )　歌登中央地区コミュニティセンター

不
在
者
投
票 

⏎

投
票
所
入
場
券
は 

⏎

開
票 

⏎

2006.4 ▶ ８ 

投票時間は、第１・12 は午後８時まで。以外は午後６時までとなります。



４月16 日は枝幸町長・町議会議員選挙４月16 日は枝幸町長・町議会議員選挙

　期日前投票にお越しの際は、よりスムーズな投票を行
うため、投票所入場券［ハガキ］裏側の記載事項をご自
宅でご記入をお願いします。また、投票日当日について
は記載の必要はありません。
1. 期日前投票及び不在者投票の事由…該当する数字に○
2. 選挙人名簿に記載されている住所…お住まいの住所を記入
3. 現住所…期日前投票をされる方については空欄で構いません。
4. 選挙人氏名…　投票するご本人の氏名を記入
5. 生年月日…　本人であるかを確認するために必要となります。

　当日都合により、投票に来られない方は期日前投票をご利用ください。

期日前投票を行う際は、お住まいの区域により投票所が異なります。

■　選挙区及び定数
　　第１選挙区（合併前の枝幸町の区域）　定数８人
　　第２選挙区（合併前の歌登町の区域）　定数６人
■　立候補届出書類の請求及び事前審査の期間
　　４月 17 日（月）〜 ４月 21 日（金）まで（５日間です）

■　立候補予定者説明会の開催は予定しておりませんので、立候
補届出にあたって詳しいことは、枝幸町選挙管理委員会事務局に
お問い合わせください。
■　農業委員選挙は、他の一般選挙と同様、各投票区に投票管理
者、職務代理者及び投票立会人（２人）がそれぞれ必要です。有
権者の皆さんのご協力をお願いします。

告示日：平成18年４月25日 (火 )
投票日：平成18年４月30日 (日 )

枝幸町農業委員会委員選挙枝幸町農業委員会委員選挙

　今回の選挙では、「枝幸選挙区」、「歌登選挙区」と
旧町ごとに選挙区を設けており、枝幸選挙区（右の
青色の投票所入場券［ハガキ］）は枝幸町役場本庁
で、歌登選挙区（右の緑色の投票所入場券［ハガキ］）
は歌登総合支所で期日前投票を行うことになります。
なお、投票日当日は、投票所入場券に記載の投票所（右
ページ参照）で投票してください。

枝幸選挙区

歌登選挙区

（旧枝幸町の区域）

（旧歌登町の区域）

９ ▶ 広報えさし



健康のひろば
〜
保
健
福
祉
課
保
健
予
防
係
の

ス
タ
ッ
フ
で
す
〜

両地区の保健事業全体の
責任者です。保健事業だ
けでなく、保健福祉セン
ターの管理や予算の管理
も行います。

保健福祉センター所長
（保健予防係長）

工　藤　裕　子

保健予防係主査
棚　橋　美　幸

保健事業のリーダーです。
基本健診、がん検診、健
康づくり事業も担当しま
す。
・担当地区　
　山臼、風烈布、北幸町

合併により、保健師・栄養士も新体制と
なりました。枝幸町民の健康づくりに力
を合わせて頑張りますので、どうぞよろ
しくお願いします。

主任保健師
植　村　由　佳

保健師業務のリーダーで
す。精神・難病を担当し
ます。
・担当地区　
　風烈布、梅ヶ枝町、岬町、
　南浜町

主任保健師
瀬　尾　尚　美

基本健診、がん検診を担
当します。国保医療係、
国保病院と協力して糖尿
病予防対策も担当します。
・担当地区　
　山臼、栄町、本町

保健師
横　山　真由美

母親学級、乳幼児の健診・
健康相談、訪問を担当し
ます。
・担当地区　
　乙忠部、目梨泊、三笠町

保健師
開　米　薫　里

基本健診、がん検診、骨
粗しょう症検診、健康づ
くり事業、地域支援事業、
精神を担当します。
・担当地区　
　音標、徳志別、北浜町

　

枝
幸
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
師

８
名
、
栄
養
士
２
名
で
保
健
事
業
を
行
い
ま
す
。

重要メール

脳ドック検診助成の申し込みは
４月 24 日（月）午後８：30 か
らです。詳しい内容はお知らせ
集を見てください。

もじ
もじ新体制

最初はお友達からで…

歌登地区
今月の健康プラン

5 水 毛登別老人クラブ健康相談

7 金 ドック健診

8 土 ドック健診

18 火 農協巡回ドック

19 水 農協巡回ドック

21 金 介護者とともに歩む会

24 月
ブラッシング教室
（志美宇丹小中）

26 水
１歳・２歳児健康相談
歯科健診

2006.4 ▶ 10 



今月の

ほ 健っ さ
ん

けん

保健師
青　砥　芽　衣

地域支援事業、喉頭がん
検診を担当します。
・担当地区　
　上音標、問牧、新栄町、
　北栄町

保健師
小　池　美　緒

子供の歯科健診、予防接
種、早期療育事業、回復
者クラブ、脳ドックを担
当します。
・担当地区　岡島、下幌別、
　ウエンナイ、新港町、幸町

栄養士
浜　口　貴　子

栄養相談、教室活動、町
内や南宗谷各町の栄養士
との連絡会を担当します。

栄養士
森　本　久留美

栄養相談、離乳食教室を
担当します。

〜住民福祉課
保健予防係です〜

　歌登保健センターには保健師２名

と事務１名がいて保健事業を行いま

す。
保健師
若　松　泰　子

歌
登
地
区
の
子
供
の
歯
科
健

診
、
予
防
接
種
、
訪
問
、
地
域

支
援
事
業
を
担
当
し
ま
す
。

・
担
当
地
区　

歌
登
西
町
、
歌
登

南
町
、
歌
登
桧
垣
町
、
歌
登
中
央
、

歌
登
西
歌
登
、
歌
登
般
毛
内
、
歌

登
毛
登
別
、
歌
登
本
幌
別

事　務
村　田　一　江

歌
登
地
区
で
の
事
務
全
般
を

担
当
し
ま
す
。

保健予防係長
高　橋　公　子

歌
登
地
区
の
保
健
事
業
の
責

任
者
で
す
。
健
診
、
健
康
づ

く
り
事
業
を
担
当
し
ま
す
。

・
担
当
地
区　

歌
登
東
町
、
歌

登
志
美
宇
丹
、
歌
登
東
歌
登
、

歌
登
辺
毛
内
、
歌
登
上
徳
志
別
、

歌
登
大
奮
、
歌
登
豊
沃

枝幸地区
今月の健康プラン

3 月 町内健康相談

6 木 ポリオ（枝幸・乙忠部）

7 金 上音標地区健康相談

11 火 歯科健診

13 木 農協巡回ドック（音標）

14 金 農協巡回ドック（市街地）

17 月 風烈布老人クラブ健康相談

18 火 乙忠部老人クラブ健康相談

19 水 山臼老人クラブ健康相談

20 木 ３〜４・６〜７カ月児健診

25 火 離乳食教室

27 木 １歳６カ月・３歳児健診

28 金 １歳・２歳児健康相談

こ
の
ひ
と
手
間
が
お
い

し
く
作
る
秘
訣
よ
ね
。

あ
れ
、
…
⁉

こ
ん
な
に
大
き
な
耳
が

つ
い
て
る
よ
‼

最近調子は
どうですか？

調
子
は

ま
あ
ま
あ
だ
ね
ぇ
。

▲ひざ・腰のための体操教室

◀
栄
養
講
座

◀
６
〜
７
カ
月
児
検
診

11 ▶ 広報えさし
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65 歳以上の人（第１号被保険者）の介護保険料が決まりました。

保険料（年額）対　象　者
生活保護を受給している人および世帯全員が住民税非課税で老齢
福祉年金を受けている人

所得段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

基準額×０.５（22,200円）

世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収入
額が８０万円以下の人

世帯全員が住民税非課税であって、利用者負担第２段階以外の人

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が２００万円以上の人

基準額×０.５（22,200円）

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税の人

本人が住民税課税で前年の合計所得金額が２００万円未満の人

基準額×０.７５（33,300円）

基準額×１.０（44,400円）

基準額×１.２５（55,500円）

基準額×１.５（66,600円）

■保険料の段階

　わたしたちの住むまちの介護サービスにかかる費用の総額（利用者負担分を除く）の
19％分に応じて、65歳以上の人の介護保険料の基準額が決まります。
　枝幸町の平成18年度から20年度までの介護保険料の基準額が「月額3,700円」に
決まりました。（介護保険事業計画の見直しに応じて３年ごとに見直されます。）

※平成 18年度から、所得が低い人の負担能力によりきめ細かく対応できるよう、介護保険料の段階が見直

　されています。

■基準額の算定方法

●詳しいお問い合わせは、役場保健福祉課介護係（62 - 1337）にお問い合わせください。

※平成 18年度から 20年度までの基準所得金額は 200 万円となります。

基準額
（月額） ＝

枝幸町の介護サービス総費用のうち
第１号被保険者負担分

枝幸町の第１号被保険者負担分
÷ 12カ月

※市区町村によって、必要となるサービスの量や 65歳以上の人数は異なりますから、基準額も市区町村に

　よって異なります。



国民年金
年金制度が変わります。　平成18年4月からの主な変更点をお知らせします。

13 ▶ 広報えさし

●お問い合わせは、稚内社会保険事務所（ 0162 - 32 - 1941）・役場町民課住民係（62 - 1237）にお問い合わせください。

社会保険庁ホームページ　http://www.sia.go.jp/

　平成18年4月から平成19年3月までの国民年金保険料は、月280円引き上げられ、月額13,860円となります。

　国民年金保険料は、平成29年度まで毎年度月額280円引き上げられ最終的に月額16,900円となる予定です。

これは、年金を支える力と給付のバランスを取るためのものです。

〔参考〕年金は、納付した頼の 1．7倍以上となります。
　基礎年金額の 1／ 3（将来は 1／ 2）は国庫負担です。今後も保険料の改定が予定されていますが、国庫負

担があることで、若者であっても平均では納付した額の 1．7倍以上の年金が受け取れる計算となります。

◎保険料額が改正されます

　20 歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。収入が少なく国民年金保険料の

納付が困難な場合は、学生納付特例制度を申請すると保険料の納付が猶予されます。

　また、30 歳未満の方であって、本人と配偶者の収入が一定以下の場合に、申請により国民年金保険料の納

付が猶予される若年者納付猶予制度があります。

　これらの制度の申請を行わず、保険料が未納のままだと、不慮の事故等により障害が残ってしまった場合に、

障害基礎年金等を受けることができなくなります。

　平成 17 年の年平均の全国消費者物価指数が、対前年マイナス 0.3％であったため、平成 18 年度の年金額は、

前年度よリ 0.3％少ない額となります。

　満額の老齢基礎年金の場合は、月額 200 円ほど引き下げとなります。平成 18 年４月分から新しい年金額と

なりますので、６月の定期支払（４月及び５月分）から年金額が変更となります。

　障害を持ちながら働いたことが評価される仕組みとして、平成 18 年度から、65 歳以上の方は、障害基礎年

金と老齢厚生年金、障害基礎年金と遺族厚生年金の組み合わせについて併せて受給（併給）することができる

ようになります。なお、併給を申請される場合は、選択申出書を提出していただく必要があります。

【国民年金】

◎ご存知ですか？学生納付特例制度！そして若年者納付猶予制度！

【年金給付関係】
◎平成 18 年度の年金額は 0．3％引き下げとなります

◎障害基礎年金と老齢厚生年金等を併せて受給できるようになります



町内の卒業式・卒園式・退所式
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【乙忠部小学校】 【枝幸高校】

【志美宇丹小中学校（中学生）】 【歌登中学校】

【岡島小学校】
【問牧小学校】【志美宇丹小中学校（小学生）】

【歌登小学校】【枝幸小学校】

2006.4 ▶ 14 
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町内の卒業式・卒園式・退所式

【枝幸中学校】 【風烈布小学校】

【風烈布小学校】

【音標小学校】【本幌別小中学校】

【
枝
幸
幼
稚
園
】

【
歌
登
保
育
所
】

【
枝
幸
保
育
所
】

【
音
標
保
育
所
】
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　今年も冬のイベント流氷フェスタが３月５日

に、枝幸保育所前の特設会場で開催されました。

昨年のソリ大会から内容が一新し、ジャンボす

べり台やミニ雪像、人間ボーリング、雪上ホタ

テ釣り大会などの競技が行われ、子どもから大

人まで、たくさんの人で賑わいました。

毛ガニ漁が始まりました。

2006.4 ▶ 16 

世界自然遺産知床・カムチャッカ 流氷フェスタ2006開催

　枝幸町出身で、旭川を拠点として北海道の自

然を撮影し活躍されている写真家の後藤昌美さ

んによる講演が、ハマナス大学修了式後に行わ

れました。この講演は、一般町民も対象とした

ハマナス大学の特別講座で、後藤さんが撮影し

た、世界自然遺産に登録された知床やカムチャッ

カでの写真を、スライドで見ながら、火山の噴

火や野生動物たちの迫力のある自然の様子を、

撮影時の体験談を交えながら説明を受けました。

平成17年度ハマナス大学修了式

枝幸の春の風物詩 一年間勉強
ご苦労さまでした

　枝幸の春の風物詩の一つ

毛ガニ漁がスタートし、３

月 16日初水揚げが行われま

した。港には日本一の水揚

げ量を誇る枝幸の毛ガニ漁

の様子を取材する報道関係

者もたくさん訪れ、枝幸の

浜が活気づいていました。

　ハマナス大学の修了式が３月 15日中央コミュ

ニティセンターで行われました。出席した学生

の方一人ひとりに、小西教育長から修了証書が

手渡され、一年間の成果を讚えられました。

　また、毎年たくさんの講座に参加された方に

は、学士や修士の学位が授与されました。



コンサドーレ札幌サッカー教室
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　３月12日、本幌別小中学校で中学校休校を記念し、
卒業生らがタイムカプセルを校庭の片隅に埋設しま
した。
　カプセルには、今年卒業や転出していなくなる児
童生徒の未来の自分へ宛てたビデオメッセージや手
紙、愛用品（野球グローブ等）などが詰められました。
　平成 20年に閉校する同校ですが、閉校から 10年
後の平成 30年７月 31日（本幌別神社際）にカプセ
ルは開封されます。

　３月５日、うたのぼりグリーンパークホテルで、
歌登町文化協会３０周年記念式典が行われ、加盟 15
団体代表者や町、町教育委員会関係者約 50名が出席
し、これまでの町民文化の行事や歴史を振り返るとと
もに、町の合併による解散を惜しみました。
　式典では、歌登町の文化振興に貢献された方々（７
団体・17個人）への功績を称える文化功労賞の表彰
式や、過去の歌登町芸能発表会での「思い出の名場面」
ビデオが上映され、30年の歴史をしのびました。

３０年の歴史をしのぶ
未来への自分へビデオメッ
セージ！

本幌別小中学校でタイムカプセル埋設歌登町文化協会30周年記念式典
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将来の夢はプロサッカー選手

　北海道のサッカー普及を目的に、北海道サッ

カー協会が主催する少年サッカー教室が、３月

19日総合体育館で開催されました。

　コンサドーレ札幌から２名のコーチが指導に

訪れ、枝幸ジュニアサッカークラブのメンバー

を中心に、56名の小学生が参加し、ボールコン

トロールやドリブル、コミュニケーションなど

の練習をプロチームの方から教わりました。

　３月３日、枝幸

保育所では、毎年

恒例のおじいちゃ

ん、おばあちゃん

を招いてのおひな

まつり会が行われました。子どもたちは、おじい

ちゃん、おばあちゃんから、めんこなどの昔の遊

びを教わったり、ひな祭りにちなんだゲームなど

を一緒に行い、楽しい時間を過ごしました。

枝幸保育所ひなまつり会

おじいちゃん・おばあちゃん
と交流



　確定申告書を提出した

後で計算誤りや申告漏れ

など申告内容に誤りがあ

ることに気付いたり、うっ

かり確定申告書の提出を

忘れている方はいません

か。もう一度確認をしてく

ださい。

　税額を多く申告してい

たことに気付いたときは、

「更正の請求」をして正し

い税額への訂正を求める

ことできます。税額を少な

く申告したことに気付い

たときは、「修正申告」を

して正しい税額に修正し

てください。

　また、確定申告をしなけ

ればならないのに、申告を

忘れていたときは、速やか

に確定申告をしてくださ

い。

　詳しくは、 稚内税務署、

役場税務課までおたずね

ください。

今月の

お知らせ＆ガイダンスお知らせ＆ガイダンス

　平成 16 年 9 月、国民保

護法が施行されました。国

民保護とは、この法律に基

づき、外国から武力攻撃を

受けた場合や大規模テロ

等が発生した場合に、国や

道・市町村等が、住民の生

命、身体及び財産を保護す

ることをいいます。

　道では、万が一、こうし

た事態が発生した場合、住

民の避難や救援、被害の最

小化などを行うための「北

海道国民保護計画」を本年

１月に策定しました。

　計画の内容については、

道のホームページでもご

覧いただけます。

　また、北海道国民保護計

画を分かりやすく解説し

たパンフレットを作成し、

各市町村に配付しており

ますので、是非ご覧くださ

い。

【問い合わせ先】

北海道総務部危機対策室

危機管理グループ

☎ 011 - 231 - 4111

内線 22 - 593

h t t p : / / w w w . p r e f .

hokkaido.jp/soumu/

sm-ksnji/index.htm

確定申告が間違っていたとき

「北海道国民保護計画」の
策定について

●出没地域に住む人に…

　ヒグマは時として危険

な生き物になります。いつ

ものことだと油断しがち

ですが、事故は家のすぐそ

ばでも起きてしまいます。

　家庭ゴミや畜・水産廃棄

物はクマを強く引きつけ

ます。

　犬の放し飼いや山で放

して連れ歩くのは危険で

す。吠える犬はクマを興奮

させます。

●山菜採りに行く人に…

　クマも山菜を食べにき

ています。あなたはクマの

えさ場に入つています。

　あなたが被害にあう確

率の最も高い人です。下ば

かり向いていないで、時に

は周囲に注意をはらいま

しよう。単独で入ることな

＜、おしゃべりしたり、音

をたてることを忘れない

ように。また、クマの痕跡

にも気をつけましよう。

●キャンプをする人に…

　クマの痕跡のあるとこ

ろでキャンプをしないよ

うにしましよう。クマを引

き寄せるゴミは持ち帰り

ましよう。ゴミを埋めても

クマはすぐに探し出しま

す。

●渓流釣りを楽しむ人に…

　狭い渓流では、水音や風

向きでクマも人もお互い

に気づきに＜＜なつてし

まいます。常に周囲に気を

くばりましよう。

４月 18 日〜５月 14 日
春季「ヒグマ注意特別月間」

　合併により、新しく「子育て推進課」ができました。

つくしんぼ広場の担当も「子育て推進課」に変わり

ます。これまで同様、つくしんぼ広場の活動につい

てみんなで一緒に考えて、取り組んでいきましょう。

　0 歳から就学前のお子さんが

自由に来て遊べる場所です。保

育士やボランティアさんが、楽

しい遊びや絵本の読み聞かせも

行います。申し込み等は必要あ

りません。お子さんやお母さん

のお友達作りにどんどんご利用

ください。

◎ お問い合わせ　　子育て推進課　　６２ - １４１４

【つくしんぼ広場】

・毎週水曜日　　10：00～ 12：00

・場所　子ども会館

【４月の予定】

４月１９日　10：00～　　保育士による遊びの時間

＊都合により変更することがあります。

つくしんぼ便り

2006.4 ▶ 18 

労働保険年度更新相談所開設
４月 14 日（金）　10：00 〜 12：00

枝幸商工会（☎ 62 - 1262）



■■■■■  国保病院出張診療  ■■■■■
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　町民の皆さまもすでに

ご承知のとおり森林の持

つ多様な機能は私達の生

活に様々な恩恵をもたら

しています。

　例えば、豊かな海や川の

形成、災害の防止や水源の

かん養、きのこ・山菜等の

林産物の生産、レクリ工−

ション活動の場の提供を

はじめとして、地球規模で

の課題である温暖化防止

では、二酸化炭素などの吸

収源として日本が削減す

べき温室効果ガスの 65％

を森林の整備によって吸

収することとなっていま

す。

　そこで、枝幸町では個々

の森林が持つ機能や特徴

をより持続的にまた、高度

に発揮させるための森林

整備の方法を枝幸町森林

整備計画（計画期間：平成

18 年〜 27 年）において、

また、今後５カ年間（平成

18 〜 22 年）に町内で実

施する森林整備の内容及

び事業量を枝幸町森林整

備事業計画で定めました。

　本計画の内容等を知り

たい方や町内に森林を所

有し、森林の整備に興味の

ある方は下記までお問い

合わせ願います。

【問い合わせ先】

枝幸町農林課林政係　

☎ 62 - 1359　

　　　　　　　内線 164
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枝幸町の森林の整備に関する
2 つの計画を策定しました

　行政相談委員は、総務大
臣が行政相談委員法に基
づいて委嘱しています。
　ご相談は、口頭、電話、
手紙等どのような方法で
も結構です。無料で相談し、
秘密は厳守します。例えば、
年金、窓口サービス、登
記、道路、河川などの役所
の仕事についての苦情、要
望、意見などをお聞きして

改善を図ります。

○総務省行政相談委員
　氏名　太　田　利　昭
　住所　枝幸町梅ヶ枝町
　電話　62 ‐ ３５６４
　
　氏名　須　藤　孝太郎
　住所　枝幸町歌登西町
　電話　68 ‐ ２７４８

新町の行政相談委員は
この方々です

月　日 曜日 診療科目 時　間

4月４日 火 眼科 要予約　時間は予約時に連絡します。

4月６日 木 婦人科 受　付　午前８時 45分〜午後３時 30分

4月７日 金 婦人科 受　付　午前８時 45分〜午後２時 30分

4月 13日 木 整形外科 要予約　時間は予約時に連絡します。

4月 14日 金 精神科 受　付　午前８時 45分〜午後２時 00分

4月 18日 火 眼科 要予約　時間は予約時に連絡します。

4月 18日 火 脳神経外科 受　付　午前８時 45分〜午前 11時 30分

4月 19日 水 婦人科 受　付　午前８時 45分〜午後３時 30分

4月 20日 木 婦人科 受　付　午前８時 45分〜午後２時 30分

4月 27日 木 整形外科 要予約　時間は予約時に連絡します。

4月 27日 木 精神科 受　付　午前８時 45分〜午後２時 00分

月　日 曜日 診療科目 時　間

4月 12日 水 整形外科 要予約　午後１時 00分〜午後４時 00分

4月 26日 水 整形外科 要予約　午後１時 00分〜午後４時 00分

■■■■■    免許更新時講習    ■■■■■

■■■■■ 社会保険事務相談所 ■■■■■

■■■■■    枝幸職業相談室    ■■■■■

４月 28 日（金）　枝幸町中央コミュニティセンター
①優良・一般　午後５時　②初回　午後６時　③違反　午後６時 30 分
優良のみ　浜頓別町役場大会議室　４月13日　午後５時30分

４月 27 日・28 日　枝幸町中央コミュニティセンター
　27 日（木）　午後１時 30 分〜午後４時 30 分
　28 日（金）　午前９時 00 分〜午前 11 時 30 分

４月 13 日（木）　枝幸商工会館午前９時 30 分〜午後２時 00 分

■
旧
歌
登
町
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の
寄
付
（
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月
３
日
受
領
分
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人 　の動き
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誕生

結婚

　発行月にお誕生日を迎え３歳になるお子さんの写真を

募集します。来月の５月号から応募いただいた写真を掲

載していきます。申し込み期限は毎月 15 日までです。

たくさんの応募があった場合は、先着順になる場合があ

りますので、ご了承ください。

○応募方法　写真にお子さんの名前（ふりがな）・生年

月日・住所・電話番号・お子さんへのメッセージ・両親

の名前を添え、下記のあて先まで郵送または Eメール

にてご応募ください。お待ちしております。

の
子 元 気 ！

ウ
チ

住民登録人口     ２月末現在 （　）は前月比
枝幸町
人口　7,688（− 13）
男　　3,684（− 14） 
女　　4,004（＋　1）
世帯　3,142（−　3）

歌登町
人口　2,311（−　3）
男　　1,068（−　2） 
女　　1,243（−　1）
世帯　1,037（＋　2） 

計
人口　9,999（− 16）
男　　4,752（− 16）
女　　5,247（　　0）
世帯　4,179（−　1）

住民登録人口     ３月 20 日（合併時現在）
枝幸地区
人口　7,675 
男　　3,681 
女　　3,994 
世帯　3,142 

歌登地区
人口　2,308 
男　　1,071 
女　　1,237 
世帯　1,039 

計
人口　9,983 
男　　4,752 
女　　5,231 
世帯　4,181 

お悔やみ

２月 21 日〜３月 20 日受付分

あて先
〒 098-5892　枝幸町本町 916 番地　企画課広報統計係
Eメール　kouhou@town.esashi.hokkaido,jp

▶いよいよ新枝幸町が誕生し、新しい町が
動き出しました。この広報えさしも第１号

からのスタートです。担当課は企画課に変わりましたが、編集担当
者は引き続き旧枝幸町、旧歌登町の職員が行いますので、これから
もよろしくお願いします。
▶町のエリアも広くなったこともあり、両地区の様子をたくさん紹
介していきたい考えています。広報えさしで取り上げてほしいこと
などありましら、下記までご連絡をお寄せください。    　　  （い）

編 集 後 記

こちらの欄は個人情報保護の
観点から、ホームページ上で
掲載はしておりません。
ご了承ください。


